
奉仕活動を通じて親睦と友情を深めあう仲間を求めています。 

 

 

 

創  立  １９６４年１月１０日 （創立会員２６名） 

例会日  毎週金曜日１２：３０～１３：３０ 

例会場  オークラ千葉ホテル (千葉市中央区中央港１-１３-３) 

会員数  ３９名 (2011.1.1 現在) 

 

≪例会について≫  

当クラブは、毎週金曜日(点鐘１２：３０)に例会を開催し

ます。例会の所要時間は概ね１時間です。まず会長が

点鐘して例会の開始を宣言し、ロータリーソングを斉唱し

てからゲストやビジターの紹介があります。その後、食事

をしながら歓談します。毎週、仲間と楽しく食事をするこ

とも大きな魅力です。それから会長の挨拶と報告、幹事

報告、各委員会からの報告等があり、その日の予定プロ

グラムにある行事や会員あるいは会員以外の著名な

方々の卓話があり、会長の点鐘で例会を終了します。 

≪会員の特典≫  

入会と同時に所属クラブの会員と親交を持つことがで

きます。日本国内はもとより世界各国の例会や諸会合に

も出席ができ、多くのロータリアンと友情を深め、有益な

助言も得られます。卓話を通じて教養を高めると同時に

新たな人脈も広がります。会員は地域で活躍する経営 

者や会社の幹部、士業や芸術家など多分野にわたりま

す。入会審査により会員に相応しい方だけが入会できる

こととなっております。 

  そしてなにより、クラブの奉仕活動を通じて地域社会の

ため、世界平和のために役立つことが出来ます。 

≪奉仕活動とは≫  

海外からの奨学生の受け入れや交換留学生、ポリオ

撲滅運動などの国際ロータリーの活動とクラブ独自の活

動として、地域活動への寄付、障害者施設などへの支

援などがありますが、自らの職業を通じて貢献することも

大きな奉仕活動とされています。 

≪主な行事≫ 

 職場訪問を兼ねた親睦旅行(秋・春) 、忘年家族例会、

懇親夜例会、国際里山の集い、知的障害者更生施設支

援、ゴルフ会、 グルメの会、等々。 

                                                        移動例会 

  

  

  

  

  

 忘年家族例会 

 ↑親睦旅行 (初夏の駒ケ岳) 

ゴルフ大会         里山の集い 



ロータリーとは 

 

≪ロータリーの誕生とその成長≫ 

２０世紀初頭のシカゴの街は、著しい社会経済の発展

の陰で、商業道徳の欠如が目につくようになっていまし

た。 

ちょうどそのころ、ここに事務所を構えていた青年弁護

士ポール・ハリスはこの風潮に堪えかね、友人３人と語ら

って、お互いに信頼できる公正な取引をし、仕事上の付

き合いがそのまま親友関係にまで発展するような仲間を

増やしたい、という趣旨でロータリークラブという会合を考

えました。ロータリーとは集会を各自の事務所持ち回りで

順番に開くことから名づけられたものです。 

こうして１９０５年２月２３日にシカゴロータリークラブが

誕生しました。 

 それからは、志を同じくするクラブが、つぎつぎ各地に

生まれて、国境を超え、今では２００以上の国と地域に広

がり、クラブ数３４，１０３、会員総数１，２２７，５６３人（２０１

０年６月３０日ＲＩ公式発表）に達しています。 

そして、これら世界中のクラブの連合体を国際ロータリ

ーと称します。 

 このように、歴史的に見ても、ロータリーとは職業倫理を

重んずる実業人、専門職業人の集まりなのです。その組

織が地球の隅々にまで拡大するにつれて、ロータリーは

世界に眼を開いて、幅広い奉仕活動を求められるように

なり、現在は多方面にわたって多大の貢献をしていま

す。 

≪日本のロータリー≫ 

わが国最初のロータリークラブは、１９２０年（大正９）年 

１０月２０日に創立された東京ロータリークラブで、翌１９２

１年４月１日に、世界で８５５番目のクラブとして、国際ロ

ータリーに加盟が承認されました。 

日本でのロータリークラブ設立については、ポール・ハ

リスの片腕としてロータリーの組織をつくり、海外拡大に

情熱的に取り組んだ初代事務総長チェスリー・ペリーと、

創立の準備に奔走した米山梅吉、福島喜三次などの先

達の功を忘れることができません。 

その後、日本のロータリーは、第２次世界大戦の波に

洗われて、１９４０年に国際ロータリーから脱退します。戦

後１９４９年３月になって、再び復帰加盟しますが、この時、

復帰に尽力してくれたのが国際ロータリーの第３代事務

総長ジョージ・ミーンズでした。 

 その後の日本におけるロータリーの拡大発展は目覚し

いものがあります。ロータリー財団への貢献も抜群で、今

や国際ロータリーにおける日本の地位は不動のものにな

りました。 

 

 

≪ロータリーの綱領≫ 

ロータリーの綱領は、有益な事業の基礎として奉仕

の理想を鼓吹し、これを育成し、特に次の各項を鼓吹、

育成することにある： 

第１ 奉仕の機会として知り合いを広めること； 

第２ 事業および専門職務の道徳的水準を高めるこ

と；あらゆる有用な業務は尊重されるべきであ

るという認識を深めること；そしてロータリアン

各自が業務を通じて社会に奉仕するために、

その業務を品位あらしめること； 

  第３ ロータリアンすべてが、その個人生活、事業生

活および社会生活に常に奉仕の理想を適

用すること； 

第４ 奉仕の理想に結ばれた、事業と専門職務に携

わる人の世界的親交によって、国際間の理解

と親善と平和を推進すること。 

 

  四つのテスト 

言行はこれに照らしてから 

１．真実かどうか 

２．みんなに公平か 

３．好意と友情を深めるか 

４．みんなのためになるかどうか 

 

 

 

 

 

【ご入会について】 

 ・入会のお申し込みは、隋時受け付けております。 

・会員の推薦に基づき、全会員の同意を得るとご入会と

なります。 

 ・規定の入会金、年会費を納入して頂きます。金額に

ついては、担当ロータリアンへお問合せ下さい。 

 

千葉南ロータリークラブ・事務局 

〒260-0027 千葉市中央区新田町１２-１ 

 トーシン千葉ビル７階 

        ☎０４３-２４５-３２０４ 

    http://www.chiba-minami-rc.org/ 

 

担当ロータリアン 

 

 

お気軽にご相談下さい。 


